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課（美和公民館） 

七
月
七
日
（
水
）
の
史
跡
巡
り
で
は
、
前
回
と
は
逆

の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
歴
史
散
策
を
行
う
予
定
で
し
た

が
、
天
候
が
あ
い
に
く
の
雨
と
な
っ
て
し
ま
い
、
残
念

な
が
ら
散
策
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
、
市
生
涯
学
習
課
職
員
を
は
じ
め
、
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
説
明
に
よ
り
、
前
回
と
は

違
っ
た
視
点
か
ら
市
内
の
史
跡
や
歴
史
・
文
化
を
学

び
、
と
て
も
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

最
後
の
課
題
の
答
え
合
わ
せ
で
は
、
無
事
全
て
の
班

が
正
解
に
た
ど
り
着
き
、
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ン
バ

ッ
ジ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。 

七
月
十
四
日
（
水
）
は
、（
一
社
）
ハ
ッ
ピ
ー
ト
ー

ク
ア
カ
デ
ミ
ー
協
会
代
表
理
事
の
池
崎
晴
美
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。
話
し
上
手
の
法
則
・
正

し
い
発
声
・
言
葉
の
引
き
出
し
理
論
な
ど
を
学
び
、

授
業
後
に
は
、「
す
ぐ
に
実
践
し
た
い
。
」
と
の
感
想

が
数
多
く
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
役
立
つ
授
業

と
な
り
ま
し
た
。 

七
月
二
十
八
日
（
水
）
は
、
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
難

民
支
援
協
会
の
鶴
木
由
美
子
さ
ん
を
講
師
に
お
招
き

し
、
現
在
日
本
が
抱
え
て
い 

る
難
民
問
題
に
つ
い
て
お
話 

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ど
こ
か
違
う
存
在
の
よ
う 

に
、
ま
た
遠
く
の
存
在
の
よ 

う
に
感
じ
て
い
た
「
難
民
」 

に
つ
い
て
、
身
近
な
も
の
だ 

と
強
く
感
じ
た
一
日
と
な
り 

ま
し
た
。 

 

八
月
四
日
（
水
） 

 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
つ
い
て

学
び
ま
す
。
様
々
な
機
能
を
使

い
こ
な
し
て
、
便
利
な
毎
日
を

送
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

講
師
：
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
株
）

ス
マ
ホ
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局 

岩

本
千
晶
氏
ほ
か 

  

八
月
二
十
五
日
（
水
） 

 

巨
大
地
震
に
備
え
準
備
し
て

お
く
べ
き
こ
と
、
ま
た
、
地
震

に
直
面
し
た
時
の
心
が
け
や
自

身
で
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
学

び
ま
し
ょ
う
！ 

 

講
師
：
名
古
屋
工
業
大
学
教

授 

秀
島
栄
三
氏 

 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の 

熱
気
と
、
猛
暑
の
夏 

で
す
が
、
水
分
補
給 

を
忘
れ
ず
に
乗
り
切 

り
ま
し
ょ
う
！ 

   


